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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンタを制御する方法であって、
　前記プリンタによって形成されるべき画像の画素の色を形成するために使用される色空
間成分を定義する複数のコントーン値を受信することと、
　前記プリンタにおける不良インクジェットを特定するデータを受信することと、
　前記プリンタによって形成されるべき前記画像についての変更されたコントーン値を生
成するように前記受信したデータによって特定された前記不良インクジェットのうちの１
つに対応する各コントーン画素のまわりに配置された前記複数のコントーン値内のコント
ーン値を変更することと、
　レンダリングされたデータを生成するように前記変更されたコントーン値及び前記複数
のコントーン値における前記コントーン値をレンダリングすることと、
　インクを吐出して前記画像を形成するように前記レンダリングされたデータを参照して
前記プリンタ内のインクジェットを動作させることとを備える、方法。
【請求項２】
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素についての補償レベ
ルを特定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素についての補償レベ
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ルを特定することが、
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する前記コントーン画素のまわりに配置さ
れた前記コントーン値に対応するコントーン値を参照して前記不良インクジェットのうち
の１つに対応する各コントーン画素についての前記補償レベルにおける各色空間成分につ
いてのコントーン値を特定すること
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素についての前記補償
レベルにおける各色空間成分についてのコントーン値を特定することが、
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する前記コントーン値のまわりに配置され
た前記コントーン値についての平均コントーン値を参照して前記補償レベルにおける前記
コントーン値を特定すること
　をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のコントーン値における前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コ
ントーン画素についてのプロファイルを選択することと、
　前記不良インクジェットについて選択された前記プロファイルを参照して前記プロファ
イルを選択するために使用される前記不良インクジェットに対応する前記補償レベルにお
ける前記コントーン値を変更することと
　をさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記プロファイルを選択することは、さらに、
　偶数の重みを持つ対称プロファイルを選択し、前記プロファイルの各重み値が偶数の重
みで表される、
　ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記プロファイルを選択することは、さらに、
　１次元プロファイルを選択することを含む、
　ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記不良インクジェットに対応する前記補償レベルにおける前記コントーン値を変更す
ることは、さらに、
　各補償レベルのコントーン値を、前記補償レベルに対応する前記不良インクジェットの
周りに位置するコントーン値に適用することに関して、前記補償レベルの前記コントーン
値を修正する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素のまわりに配置され
た前記複数のコントーン値内のコントーン値を変更することは、さらに、
　各不良インクジェットの補償レベルのコントーン値を、各不良インクジェットの周囲に
配置された受信したコントーン値とマージする、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　インクジェットを動作させる前に、前記レンダリングされたデータに再配置補償方法を
適用する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　異なる色のインクを吐出するように構成された複数の印刷ヘッドと、
　複数の印刷ヘッドによって吐出されたインクによって画像を形成するために複数のコン
トーン値及びプリンタにおける不良インクジェットを特定するデータを記憶するように構
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成されたメモリと、
　前記複数の印刷ヘッド及び前記メモリに動作可能に接続されたコントローラと
　を備えるプリンタであって、
　前記コントローラが、
　前記プリンタによって形成されるべき画像の画素の色を形成するために使用される色空
間成分を定義する複数のコントーン値を前記メモリから受信し、
　前記プリンタにおける不良インクジェットを特定するデータを前記メモリから受信し、
　前記プリンタによって形成されるべき前記画像についての変更されたコントーン値を生
成するように前記受信したデータによって特定された前記不良インクジェットのうちの１
つに対応する各コントーン画素のまわりに配置された前記複数のコントーン値内のコント
ーン値を変更し、
　レンダリングされたデータを生成するように前記変更されたコントーン値及び前記複数
のコントーン値における前記コントーン値をレンダリングし、
　インクを吐出して前記画像を形成するように前記レンダリングされたデータを参照して
前記プリンタ内のインクジェットを動作させるように構成されている、プリンタ。
【請求項１２】
　前記コントローラが、
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素についての補償レベ
ルを特定するように
　さらに構成されている、請求項１１に記載のプリンタ。
【請求項１３】
　前記コントローラが、
　前記不良インクジェットに対応する前記コントーン画素のまわりに配置された前記コン
トーン値に対応するコントーン値を参照して各不良インクジェットについての前記補償レ
ベルにおける各色空間成分についてのコントーン値を特定するように
　さらに構成されている、請求項１２に記載のプリンタ。
【請求項１４】
　前記コントローラが、
　前記不良インクジェットに対応する前記コントーン値のまわりに配置された前記コント
ーン値についての平均コントーン値を参照して前記不良インクジェットのそれぞれについ
ての前記補償レベルにおける前記コントーン値を特定するように
　請求項１３に記載のプリンタ。
【請求項１５】
　前記コントローラが、
　前記複数のコントーン値における前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コ
ントーン画素についてのプロファイルを選択し、
　前記不良インクジェットについて選択された前記プロファイルを参照して前記プロファ
イルを選択するために使用される前記不良インクジェットに対応する前記補償レベルにお
ける前記コントーン値を変更するように、
　さらに構成されている、請求項１４に記載のプリンタ。
【請求項１６】
　前記プロファイルを選択することは、さらに、
　偶数の重みを持つ対称プロファイルを選択し、前記プロファイルの各重み値が偶数の重
みで表される、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のプリンタ。
【請求項１７】
　前記プロファイルを選択することは、さらに、
　１次元プロファイルを選択することを含む、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のプリンタ。
【請求項１８】
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　前記不良インクジェットに対応する前記補償レベルにおける前記コントーン値を変更す
ることは、さらに、
　各補償レベルのコントーン値を、前記補償レベルに対応する前記不良インクジェットの
周りに位置するコントーン値に適用することに関して、前記補償レベルの前記コントーン
値を修正する、
　ことを特徴とする請求項１５に記載のプリンタ。
【請求項１９】
　前記不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素のまわりに配置され
た前記複数のコントーン値内のコントーン値を変更することは、さらに、
　各不良インクジェットの補償レベルのコントーン値を、各不良インクジェットの周囲に
配置された受信したコントーン値とマージする、
　ことを特徴とする請求項１１に記載のプリンタ。
【請求項２０】
　インクジェットを動作させる前に、前記レンダリングされたデータに再配置補償方法を
適用する、
　ことを特徴とする請求項１１に記載のプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本文書に開示されたシステム及び方法は、画像データを参照してマーキング材料を分配
するプリンタに関し、より具体的には、そのようなプリンタにおける不良イジェクタの補
償に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷媒体を生成するドロップオンデマンドインクジェット技術は、プリンタ、プロッタ
及びファクシミリ装置などの市販の製品において採用されている。一般に、インク像は、
印刷ヘッド又は印刷ヘッドアセンブリに配置された複数のインクジェットからインク滴を
受像面上に選択的に吐出することによって形成される。例えば、印刷ヘッドアセンブリ及
び受像面は、互いに対して移動され、インクジェットは、適切なタイミングで受像面上に
インク滴を吐出するように動作される。インクジェット活性化のタイミングは、インクを
吐出するようにインクジェットを活性化する発射信号を生成する印刷ヘッドコントローラ
によって実行される。受像面は、インク像が用紙などの印刷媒体に後に転写される印刷ド
ラム又はベルトなどの中間像部材とすることができる。受像面はまた、インク滴が直接吐
出される印刷媒体の移動ウェブ又は一連の印刷媒体シートとすることができる。インクジ
ェットから吐出されたインクは、プリンタ内又は近くに設置されたコンテナに格納されて
いる水性、溶剤、油系、ＵＶ硬化インクなどの液体インクとすることができる。あるいは
、インクは、印刷ヘッドに供給される液体インクを生成するように固体インクをその溶融
温度まで加熱する溶融装置に供給される固体形態で充填されてもよい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　これらの画像形成装置の動作寿命の間に、１つ以上の印刷ヘッドにおけるインクジェッ
トは、発射信号に応じてインクを吐出することができなくなることがある。これらの動作
不能インクジェットはまた、不良インクジェット又はイジェクタと称される。印刷システ
ムは、典型的には、５万台から１０万台のオーダーのインクジェットを有することから、
いくつかの不良インクジェットは、ほとんどの場合にシステム内に存在する。インクジェ
ットの欠陥状態は一時的であり、インクジェットは、１回以上の画像印刷サイクルの後に
動作状態に戻ることができる。他の場合、インクジェットは、パージサイクルが実行され
るまでインクを吐出することができないことがある。パージサイクルは、インクを再度吐
出することができるように、首尾よくインクジェットの詰まりをとることができる。しか
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しながら、パージサイクルの実行は、画像形成装置がその画像生成モードから外される必
要がある。それゆえに、パージサイクルは、画像形成装置のスループットレート率に影響
を及ぼし、好ましくは、画像形成装置が画像を生成していない期間に実行される。印刷装
置は、いくつかの数の不良インクジェットによって日常的に機能することができなければ
ならない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　画像形成装置における１つ以上のインクジェットがインクを吐出することができない場
合であっても、画像形成装置が画像を生成するのを可能とする方法が開発される。これら
の方法は、印刷ヘッドにおけるインクジェットについての発射信号の生成を制御するため
の画像レンダリング方法と協働する。レンダリングは、ユーザ又はシステムの上流部にと
って便利な１つの形態で入力画像データ値を受信し、下流システムにとって便利な他の形
態で画像を表現する出力画像データの値へとこれらの受信したデータを正確に処理するプ
ロセス、典型的には電気機械マーキングエンジンを指す。出力画像データ値は、インクジ
ェットに記録媒体上にインクを吐出させるように印刷ヘッドについての発射信号を生成す
るために使用される。出力画像データ値が生成されると、本方法は、印刷ヘッドにおける
不良インクジェットに対応する出力画像データ値を特定するために、印刷ヘッドにおいて
検出された不良インクジェットに関する情報を使用することができる。そして、本方法は
、不良インクジェットを補償するために置き換えられることができる隣接する又は近隣の
出力画像データ値をみつけるように検索する。他の方法は、インクジェットによって吐出
されることができるインクの最大量をインクジェットに吐出させる出力画像データ値未満
であるインクジェットについての最大出力画像データ値を確立するために正規化処理が使
用されることができるため、不良インクジェットを補償することができる。それゆえに、
出力画像データ値は、インクジェットが最大出力画像データ値といくつかの増加量との和
に対応したインク量を吐出するのを可能とするように正規化された最大出力画像データ値
を超えて増加することができる。このようにいくつかの近傍のインクジェットを発射する
ことにより、吐出されたインク濃度は、不良インクジェットに対応する出力画像データ値
についてのインクを吐出することができた不良インクジェットから吐出されたであろうイ
ンク量に近付けることができる。他の方法は、インク滴を受ける基材上の同じ位置に異な
る色のインク滴を吐出するインクジェットを可能とするプリンタにおける印刷ヘッドの構
成をあてにすることができる。同じ位置において液滴を吐出するこれらのインクジェット
のうちの１つが正常に機能しないとき、不良インクジェットによって吐出されたであろう
インクの一部は、不良インクジェットがインクを吐出するであろう同じ位置にインクを吐
出する他のインクジェットのうちの１つから液滴を吐出することによって提供される。
【０００５】
　同じ印刷ヘッドにおける近傍の動作インクジェットに関連付けられた出力画像データ値
に対して不良インクジェットに関連付けられた出力画像データ値の全て又は一部を追加す
ることによって不良インクジェットを補償する方法が効果的である。近傍のインクジェッ
トによって吐出されたインク滴は、同じ印刷ヘッドによって吐出されることから、同一領
域内の他のインク滴と合理的に位置合わせされる。さらに、インク滴は、不良インクジェ
ットによって吐出されるであろうこれらのインク滴と同色である。しかしながら、本方法
は、不良インクジェットの近傍の約２０％のインクジェットが、不良インクジェットによ
って吐出されるインクの不存在をマスクするために不良インクジェットについての出力画
像データ値の全て又は一部を受け入れるために利用可能な十分な数の位置についてゼロ又
はほぼゼロの出力画像データ値を有することを必要とする。したがって、本方法は、画像
の高濃度領域にインク滴を吐出するであろう不良インクジェットを補償することができな
い。不良インクジェットを含む印刷ヘッドとは異なる他の印刷ヘッドからインク滴を吐出
する方法は、不良インクジェットがインク滴を吐出するであろう位置において高濃度領域
にインク滴を吐出することができる。しかしながら、代替印刷ヘッドにおけるインクジェ
ットからのインク滴が不良インクジェットと不完全に位置合わせされることから、このア
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プローチの有効性は低下する。それゆえに、高い光学濃度コントラストの細線が生じやす
くなり、最終画像において視認可能な筋が生じる。さらに、補償インクは、不良インクジ
ェットによって吐出されることになるであろうインクと同色ではない。人間の視覚系は、
強度変化に対するよりも色相及び彩度において高い周波数変動の影響を受けにくいことか
ら、この色の不完全性は、不良ジェットの位置においては何らマーキングしない方が好ま
しい。それにもかかわらず、これらの補償インク滴は、不良インクジェットによって吐出
されることになるであろうインク滴とは異なる色であり、人間が知覚できる方法で画像の
色相及び彩度に影響を与えることがある。したがって、人間が知覚又は好ましくない画像
品質の問題を生じることなく、高濃度領域における補償を可能とする不良インクジェット
の補償スキームの開発が有用であろう。
【０００６】
　印刷ヘッドにおける不良インクジェットを補償する方法は、プリンタによって形成され
るべき画像についての複数のコントーン値を受信することと、プリンタにおける不良イン
クジェットを特定するデータを受信することと、プリンタによって形成されるべき画像に
ついての変更されたコントーン値を生成するように受信したデータによって特定された不
良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素のまわりに配置された複数の
コントーン値内のコントーン値を変更することと、レンダリングされたデータを生成する
ように変更されたコントーン値及び複数のコントーン値におけるコントーン値をレンダリ
ングすることと、インクを吐出して画像を形成するようにレンダリングされたデータを参
照してプリンタ内のインクジェットを動作させることとを含む。
【０００７】
　不良インクジェットを補償する方法を実行するプリンタは、異なる色のインクを吐出す
るように構成された複数の印刷ヘッドと、複数の印刷ヘッドによって吐出されたインクに
よって画像を形成するための複数のコントーン値及びプリンタにおける不良インクジェッ
トを特定するデータを記憶するように構成されたメモリと、複数の印刷ヘッド及びメモリ
に動作可能に接続されたコントローラとを含む。コントローラは、プリンタによって形成
されるべき画像についての複数のコントーン値をメモリから受信し、プリンタにおける不
良インクジェットを特定するデータをメモリから受信し、プリンタによって形成されるべ
き画像についての変更されたコントーン値を生成するように受信したデータによって特定
された不良インクジェットのうちの１つに対応する各コントーン画素のまわりに配置され
た複数のコントーン値内のコントーン値を変更し、レンダリングされたデータを生成する
ように変更されたコントーン値及び複数のコントーン値におけるコントーン値をレンダリ
ングし、インクを吐出して画像を形成するようにレンダリングされたデータを参照してプ
リンタ内のインクジェットを動作させるように構成されている。
【０００８】
　印刷ヘッドにおける不良インクジェットを補償するシステム及び方法の前述の態様及び
他の特徴は、添付図面に関連して以下の詳細な説明において説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、印刷ヘッドにおける不良インクジェットを補償する方法のフロー図であ
る。
【図２】図２は、２つの補償プロファイル及びそれらが表す波形の図である。
【図３】図３は、図１の方法が実行されることができる従来技術のプリンタのブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本願明細書に開示されたシステム及び方法についての環境並びにシステム及び方法につ
いての詳細の一般的な理解のために、図面が参照される。図面において、同様の参照符号
は、同様の要素を指定している。
【００１１】
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　図３は、プリンタにおける印刷領域内に配置された複数の印刷ヘッドを使用してウェブ
上にインク像を生成するように構成されたダイレクト・ツー・シート、連続媒体、従来の
インクジェットプリンタ５の簡略化された概略図である。媒体供給及び処理システムは、
ウェブローラ８に取り付けられた媒体スプール１０などの媒体源からの「基材」（用紙、
プラスチック又は他の印刷可能な材料）からなる長い（すなわち、略連続的な）媒体ウェ
ブ１４を供給するように構成されている。シンプレックス印刷について、プリンタは、ウ
ェブローラ８と、印刷領域又は印刷ステーション２０と、巻き戻しユニット９０とを含む
。巻き戻しユニット９０は、プリンタからの取り出し及びその後の処理のためにウェブを
ローラ上に巻回するように構成されている。
【００１２】
　媒体は、必要に応じて媒体源１０から巻き戻すことができ、１つ以上のローラ１２を回
転させる様々なモータ（図示しない）によって推進される。ローラ１２は、媒体がプリン
タを通る経路に沿って移動するときに巻き戻し媒体の張力を制御する。代替実施形態にお
いて、媒体は、切断シート形態で経路に沿って搬送されることができ、その場合、媒体供
給及び処理システムは、画像形成装置を通る予想される経路に沿った切断媒体シートの搬
送を可能とする任意の適切な装置又は構造を含むことができる。予熱器１８は、ウェブを
、印刷されている媒体の種類並びに使用されているインクの種類、色及び数に対応する所
望の画像特性のために選択された初期の所定温度にする。予熱器１８は、媒体を、１つの
実際的な実施形態においては約３０℃から約７０℃の範囲内である目標予熱温度にするた
めに、接触、放射、伝導又は対流熱を使用することができる。
【００１３】
　媒体は、一連のカラーユニット２１Ａ、２１Ｂ、２１Ｃ及び２１Ｄを含む印刷ステーシ
ョン２０を通って搬送され、各カラーユニットは、媒体の幅にわたって効果的に延材し、
インクを移動媒体上に直接置くことができる（すなわち、中間部材又はオフセット部材な
しで）。コントローラ５０は、制御ライン２２を介してカラーユニット２１Ａ～２１Ｄに
動作可能に接続されている。カラーユニット２１Ａ～２１Ｄのそれぞれは、媒体ウェブ１
４にわたってクロスプロセス方向に千鳥状に配置された複数の印刷ヘッドを含む。一般に
知られているように、印刷ヘッドのそれぞれは、色のそれぞれの１つが４色印刷において
通常使用される単一色のインク、すなわち、シアン、マゼンタ、イエロー及びブラック（
ＣＭＹＫ）を吐出することができる。プリンタのコントローラ５０は、印刷ヘッドを通過
するのにともないウェブの位置を計算するために、４つの印刷ヘッドの反対側の経路の一
部のいずれかの側に配置されたローラに近接して取り付けられたエンコーダから速度デー
タを受信する。コントローラ５０は、４つの色が媒体上の４つの原色画像を形成するため
に異なる色パターンの高い信頼性の位置合わせ精度を有して吐出されるのを可能とするよ
うに印刷ヘッドにおけるインクジェットを作動するためのタイミング信号を生成するため
に、これらのデータを使用する。発射信号によって作動されるインクジェットは、コント
ローラ５０によって処理された画像データに対応する。画像データは、プリンタに送信さ
れ、プリンタの構成要素であるスキャナ（図示しない）によって生成され、又は、電子的
に若しくは光学的に生成されてプリンタに供給されることができる。様々な代替実施形態
において、プリンタ５は、異なる数のカラーユニットを含み、ＣＭＹＫ以外の色を有する
インクを印刷することができる。
【００１４】
　プリンタ５において、印刷ヘッドユニット２１Ａ～２１Ｄのそれぞれは、印刷ヘッドの
それぞれにおけるインクジェットの動作を制御するための電気発射信号を生成する１つ以
上の印刷ヘッドコントローラを含む。印刷ヘッドは、ウェブが印刷領域を通過するのにと
もないウェブ上に液体インクを吐出するように構成されている。本願明細書において使用
される場合、「液体インク」は、溶融した固体インク、加熱されたジェルインク、又は、
水性インク、インクエマルジョン、インク懸濁液、インク溶液などの他の公知の形態のイ
ンクを指す。カラーユニット２１Ａ～２１Ｄのそれぞれに関連付けられているものは、そ
れぞれ、対応するバッキング部材２４Ａ～２４Ｄである。バッキング部材２４Ａ～２４Ｄ
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は、通常、媒体の裏面において印刷ヘッドの略反対側に配置されたバー又はロールの形態
である。各バッキング部材は、バッキング部材の反対側の印刷ヘッドから所定距離に媒体
を配置するために使用される。図３の実施形態において、各バッキング部材は、１つの実
用的な実施形態においては約４０℃から約６０℃の範囲内である所定温度まで媒体を加熱
するように熱エネルギを放射するヒータを含む。様々なバッカー部材は、個別に又はまと
めて制御されることができる。予熱器１８、印刷ヘッド、バッキング部材２４（加熱され
た場合）並びに周囲空気は、約４０℃から７０℃の所定の温度範囲内で印刷ステーション
２０と反対側の経路の一部に沿って媒体を保持するように結合する。
【００１５】
　印刷領域２０の印刷ヘッドから様々な色のインクを受けるように部分的に画像形成され
た媒体ウェブ１４が移動するのにともない、プリンタ５は、所定の範囲内で媒体ウェブの
温度を維持する。カラーユニット２１Ａ～２１Ｄにおける印刷ヘッドは、媒体ウェブ１４
の温度よりも通常は十分に高い温度でインクを吐出する。その結果、インクは媒体を加熱
する。したがって、所定の範囲内に媒体温度を維持するために他の温度調整装置が使用さ
れることができる。例えば、媒体の後方及び前方の空気温度及び空気流量はまた、媒体温
度に影響を及ぼすことがある。したがって、媒体温度の制御を容易とするために送風機又
は換気扇が利用されることができる。それゆえに、プリンタ５は、印刷領域２０の印刷ヘ
ッドから全てのインクを噴射するために適切な範囲内に媒体ウェブ１４の温度を維持する
。温度センサ（図示しない）は、媒体温度の調整を可能とするように媒体経路のこの部分
に沿って配置されることができる。
【００１６】
　媒体経路に沿って印刷領域２０に続いて、媒体ウェブ１４は、１つ以上の「中間ヒータ
」３０までガイドローラ２６にわたって移動する。中間ヒータ３０は、媒体温度を制御す
るために、接触、放射、伝導又は対流熱を使用することができる。ローラ２６におけるイ
ンク及び用紙の温度に応じて、この「中間ヒータ」は、用紙及びインクから熱を追加又は
除去することができる。中間ヒータ３０は、媒体上のインクがスプレッダ４０を通って送
られるとき、媒体上に置かれたインクを所望の特性に適した温度にする。１つの実施形態
において、中間ヒータについての目標温度の有用な範囲は、約３５℃から約８０℃である
。中間ヒータ３０は、互いに約１５℃以内にインク及び基材温度を一様にする効果を有す
る。インク温度が低いほどラインの広がりが少なくなる一方で、インク温度が高いほど裏
写り（印刷の反対側からの画像の視認性）が生じる。中間ヒータ３０は、スプレッダの温
度を超えて０℃から２０℃まで基材及びインク温度を調整する。
【００１７】
　中間ヒータ３０に続いて、定着アセンブリ４０は、媒体に画像を定着するために媒体に
対して熱、圧力又は熱及び圧力の組み合わせを印加する。定着アセンブリ４０は、加熱さ
れた又は加熱されていない加圧ローラ、放射式ヒータ、ヒートランプなどを含む、媒体に
画像を定着させるための任意の適切な器具又は装置を含む。画像を生成するために溶融し
た固体インクを使用する実施形態において、定着アセンブリは、媒体に対して所定の圧力
を、いくつかの実装においては熱を印加する「スプレッダ」４３を含む。スプレッダ４０
の機能は、基本的に、液滴、液滴の文字列又はウェブ１４上のインクのラインであるもの
をとり、隣接する液滴間の空間が満たされ且つ画像ベタが均一になるように、圧力、いく
つかのシステムにおいては熱によってそれらを広げることである。インクの広がりに加え
て、スプレッダ４０はまた、インク層の凝集性を増加させることによって又はインク・ウ
ェブ接着を増加させることによって画像耐久性を改善する。スプレッダ４３は、媒体に対
して熱及び圧力を印加するために像側ローラ４２及び加圧ローラ４４などのローラを含む
。いずれかのローラは、ウェブ１４を約３５℃から約８０℃までの範囲内の温度にするた
めに発熱素子４６などの発熱素子を含むことができる。代替実施形態において、定着アセ
ンブリは、印刷領域後に媒体の非接触加熱（加圧なし）を使用してインクを広げるように
構成されることができる。そのような非接触定着アセンブリは、放射式ヒータ、ＵＶ加熱
ランプなど、媒体を所望の温度に加熱するために任意の適切な種類のヒータを使用する。
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水性インクを使用する他のプリンタの実施形態において、定着アセンブリ４０は、スプレ
ッダ４０などのスプレッダを含まないが、媒体ウェブが印刷領域２０を通過した後に媒体
ウェブ上の水性インクを乾燥させる１つ以上のヒータを含む。ＵＶインクプリンタの実施
形態において、定着アセンブリ４０は、媒体ウェブの表面にインクを架橋結合させて定着
するようにＵＶ放射をインクに導くＵＶ光源を含む。
【００１８】
　スプレッダ４０はまた、像側ローラ４２に関連付けられた洗浄／給油ステーション４８
を含む。ステーション４８は、ローラ表面にいくつかの離型剤又は他の材料の層を洗浄し
て塗布する。プリンタ５において、離型剤材料は、約１０～２００センチポイズの粘度を
有するアミノシリコンオイルである。少量の油しか必要とされず、媒体によって運ばれる
油は、Ａ４サイズのページあたり約１～１０ｍｇのみである。１つの可能な実施形態にお
いて、中間ヒータ３０及びスプレッダ４０は、それらの各機能が媒体の同じ部分に対して
同時に生じる単一のユニットに組み合わせることができる。他の実施形態において、媒体
は、インクが液体又は半液体状態にあるときにスプレッダ４０がインクを広げるのを可能
とするように印刷動作中に高温に維持される。スプレッダ４０を通過した後、印刷された
媒体は、システムからの除去のためにローラ上に巻回されることができる。
【００１９】
　プリンタ５の様々なサブシステム、構成要素及び機能の動作及び制御は、コントローラ
５０の助けを借りて実行される。コントローラ５０は、プログラミングされた命令を実行
する汎用又は専用のプログラミング可能なプロセッサによって実装される。プログラミン
グされた機能を実行するのに必要な命令及びデータは、コントローラ５０に動作可能に接
続されたメモリに記憶される。メモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）などの揮発
性データ記憶装置並びに磁気及び光学ディスク又は固体記憶装置を含む不揮発性データ記
憶装置を含む。プロセッサ、それらのメモリ及びインターフェース回路は、以下に記載さ
れるように不良インクジェットを補償する機能を実行するようにコントローラ及び印刷エ
ンジンを構成する。これらの構成要素は、印刷回路カード上に設けられる又は特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）内の回路として設けられる。１つの実施形態において、回路のそ
れぞれは、別個のプロセッサ装置によって実装される。あるいは、回路は、ＶＬＳＩ回路
に設けられた個別の構成要素又は回路によって実装されることができる。また、本願明細
書に記載された回路は、プロセッサ、ＡＳＩＣ、個別部品又はＶＬＳＩ回路の組み合わせ
によって実装されることができる。以下により詳細に記載されるように、コントローラ５
０は、カラーユニット２１Ａ～２１Ｄ内の印刷ヘッドにおける不良インクジェットを補償
するためにメモリに記憶された記憶プログラム命令を実行する。
【００２０】
　プリンタ５は、媒体ウェブ１４に対応する画像データを生成するように構成された光セ
ンサ５４を含む。光センサは、カラーユニット２１Ａ～２１Ｄにおける不良インクジェッ
トの検出を可能とするように、センサの反対側の媒体、インク又はバッカーロールの反射
レベルを示す信号を生成するように構成されている。光センサ５４は、受像部材上の画像
形成領域の幅にわたって延在するバー又は他の長手方向構造に取り付けられた光検出器の
アレイを含む。画像形成領域がクロスプロセス方向において約２０インチの幅であり且つ
印刷ヘッドがクロスプロセス方向において６００ｄｐｉの解像度で印刷する１つの実施形
態において、１２，０００以上の光検出器は、受像部材を横断するラインに対応する画像
データの単一の走査線を生成するようにバーに沿って単一行に配列されている。光検出器
は、受像部材の表面に向かって光を導く１つ以上の光源に関連して構成されている。光検
出器は、光が媒体ウェブ１４などの受像部材から反射された後、光源によって生成された
光を受光する。光検出器によって生成された電気信号の大きさは、媒体ウェブ表面のバー
部分及び印刷されたインクパターンを担持する部分を含む、媒体ウェブ１４の表面から検
出器へと反射された光量に対応する。光検出器によって生成された電気信号の大きさは、
適切なアナログ／ディジタル変換器によってディジタル値に変換される。
【００２１】
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　本願明細書において使用される場合、「隣接する」は、不良イジェクタを補償するよう
に選択されたイジェクタに対応するデータが、補償イジェクタから液滴を吐出することが
液滴を吐出するために動作不能イジェクタの故障の補償に満足のいくように寄与する、不
良イジェクタに対応するデータに十分に近いことを意味する。例えば、いくつかのプリン
タシステムにおいて、満足のいく補償は、動作不能イジェクタが液滴を吐出したであろう
位置から３つのインク滴の位置内に液滴を吐出するイジェクタを補償するように選択する
ことによって達成される。「直接隣接する」という用語は、不良イジェクタに対応する特
定のデータと隣接するデータを指す。後述するように、直接隣接するデータは、不良イジ
ェクタによって吐出されたであろう液滴の色又は材料とは異なる色又は材料の液滴を吐出
する他の印刷ヘッドにおける他のイジェクタに対応することができる。
【００２２】
　以下に記載される補償方法が使用可能な環境を提供するためにプリンタ５を詳細に説明
したが、本方法はまた、他のプリンタにおいても効果的に使用されることができる。例え
ば、本方法は、連続ウェブよりもむしろ切断シート上に画像を形成するプリンタにおいて
使用されることができる。さらに、プリンタ５は、印刷ヘッドアセンブリを通過するとき
に媒体の幅全体が印刷されるのを可能とするように媒体を横切ってクロスプロセス方向に
配置された十分な数の印刷ヘッドを有する。以下に記載された補償方法は、印刷ヘッドが
媒体の全幅を印刷するのを可能とするために媒体を横切って印刷ヘッドを移動させるよう
に構成されたアクチュエータに動作可能に接続されているクロスプロセス方向に配置され
た少数の印刷ヘッドを有するプリンタにおいて使用されることができる。そのようなプリ
ンタにおける媒体搬送部はまた、連続ラインの印刷を可能とした後に媒体の全幅にわたっ
て次の行が印刷されるのを可能とするように印刷ヘッドの反対側の位置に媒体を保持する
ように構成されている。本方法はまた、３次元物体の層を形成するための材料を吐出する
プリンタにおいて使用されることができる。そのようなプリンタは、一般に、３次元物体
プリンタ又は単に３Ｄプリンタと称される。
【００２３】
　図３のプリンタによって実施されることができる方法２００が図１に示されている。以
下の説明において、動作又は機能を実行するプロセス２００への言及は、インクジェット
プリンタにおける他の構成要素と関連して機能又は動作を実行するように記憶されたプロ
グラム命令を実行するためのコントローラ５０などのコントローラの動作を指す。プロセ
ス２００は、例示の目的のために図３のプリンタに関連して説明される。本文書において
使用される場合、「画素」は、表面上に着色ドットを形成するようにインクを重畳する１
つ以上の液滴を受けるインク受け面上の位置を意味する。インク受け部材上の出力画像の
各画素について、入力画像は、画素の色を形成するために使用される色空間成分のタプル
を有する。各色空間成分は、コントーン値によって定義される。本文書において使用され
る場合、「コントーン値」は、２つ以上のディジタルビットによって表されるディジタル
数値を指す。０から１２８又は０から１０２４などの他の範囲が使用可能であるものの、
通常、コントーン値は、０から２５５の範囲内のディジタル数値である。
【００２４】
　プロセス２００は、公知の方法でプリンタにおける不良インクジェットの特定によって
開始する（ブロック２０４）。各不良インクジェットについての補償レベルの色空間成分
についてのコントーン値は、カラーモデルに基づく理論計算によって又は経験的データの
ルックアップテーブルから特定される（ブロック２０８）。各補償レベルは、不良インク
ジェットによって吐出することができない不良インクジェットに関連付けられた元のコン
トーン色空間成分を最良に置き換える色を表す色空間成分の単一のタプルである。１つの
実施形態において、補償レベルについての色空間成分についてのコントーン値は、不良イ
ンクジェットまわりの入力画像の領域内の色空間成分の対応するコントーン値についての
数値の平均を参照して特定される。例えば、不良インクジェットに関連付けられたコント
ーン値を中心とする３×７領域に配置された色空間成分についてのコントーン値は、選択
されたコントーン値まわりの領域内の対応する色についての平均コントーン値を特定する
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ように領域内の値の総数（２１）によって加算されて除算され、平均コントーン値は、補
償レベルにおいて使用される。この例は、コントーン値の全てを選択するが、コントーン
値の全てが使用される必要はなく、コントーン値は、不良インクジェットについてのコン
トーン値のまわりに連続的に配置される必要はない。他の実施形態において、補償レベル
は、不良インクジェットに関連付けられた選択されたコントーン値を参照して特定される
。補償レベルにおける色空間成分についてのコントーン値を特定するためにこの値を単独
で使用することは、選択されたコントーン値が領域内のコントーン値の全てを表し、上述
したように平均コントーン値が計算された場合には領域についての平均値に近いであろう
と仮定する。これらの実施形態の双方において、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）は、補
償レベルにおける色空間成分についてのコントーン値を特定するために使用される。ＬＵ
Ｔへの入力は、平均コントーン値又は選択されたコントーン値であり、出力は、補償レベ
ルにおける色空間成分についてのコントーン値である。あるいは、ＬＵＴの代わりに、不
良インクジェットに対応する補償レベルについての適切なコントーン値を特定するために
疎サンプル点（例えば、スプラインノット）の計算又は補間が使用されることができる。
これらの実装における出力データは、実験的又はアルゴリズム的に決定されることができ
る。
【００２５】
　補償レベルにおける色空間成分は、不良インクジェットが配置されるもの以外の印刷ヘ
ッドによって提供されることができるため、不良インクジェットに関連付けられた補償レ
ベル成分と元の色空間成分との間の位置合わせは不完全であってもよい。この位置合わせ
における不完全さは、補償レベル成分がマーキングされている位置において位置誤差を生
み出す。この誤差は、補償レベルコントーン色空間成分をマーキングする印刷ヘッドの正
確な位置と補償レベルコントーン色空間成分がマーキングされている実際の位置との間の
距離である。この位置誤差を補償するために、位置合わせ距離誤差にもかかわらず、不良
ジェットをカバーするのに十分に大きい補償レベルタプルにおける各色空間成分について
のプロファイルが選択される（ブロック２１２）。３次元（３Ｄ）物体プリンタについて
、このプロファイルは、位置誤差の次元に応じて、補償レベルの近傍におけるコントーン
値の３次元ボリューム、２次元平面又は１次元ラインをカバーするように構成されること
ができる。２次元媒体プリンタについて、プロファイルは、位置誤差の次元に応じて補償
レベルのまわりの１次元又は２次元領域をカバーするように構成されることができる。選
択されたプロファイルの拡張体積、面積又は長さは、不良インクジェットに対応する位置
が位置誤差にかかわらずカバーされることを保証しなければならない。それゆえに、プロ
ファイルは、不良インクジェットに関連付けられた元の色空間成分に適用される補償レベ
ルを生成するように、補償レベルタプルにおける色空間成分についてのコントーン値によ
って乗算される重みの３次元、２次元又は１次元アレイから構成される。
【００２６】
　２つの１次元プロファイルの例が図２に示されている。プロファイル３０４は、第１の
重みが５０であり、第２の重みが１００であり、次の３つの重みが１５０であり、第６の
重みが１００であり、第７の重みが５０である７つの乗算器を有する。プロファイル３１
２は、第１の重みが３３であり、第２の重みが６７であり、次の５つの重みが１００であ
り、第６の重みが６７であり、第７の重みが３３である９つの重みを有する。これらのプ
ロファイルは、形状コントラストエッジにおける非常に視認可能な高周波画素を回避する
ように、不良インクジェットに関連付けられたコントーン値の領域内のコントーン値の振
幅を成形するのに役立つ。第２のプロファイル３１２はより長いが、それは、補償プロフ
ァイルの振幅がその幅に反比例してスケーリングされることから、第１のプロファイル３
０８よりも低い振幅を有し、そのため、補償領域における画像に対する人間の目の統合応
答は、プロファイルの幅が変化するのにともない一定のままである。各不良インクジェッ
トについての補償レベルタプルにおける色空間成分値の振幅は、適切なレベルの補正を達
成するためにプロファイルの次元及び重みに基づいて調整される（ブロック２１６）。
【００２７】
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　いくつかのプリンタにおいて、画像は、インターリーブ印刷又は分割スクリーン印刷と
して知られる構成で２つ以上の印刷ヘッドにわたって分散されている。これらのプリンタ
において、偶数の重みに対応する対称的なプロファイルが使用されることができる。対称
的なプロファイルは、プロファイルにおいて使用される各振幅がその振幅において偶数の
重みを有することを意味する。例えば、重み５０　５０　１００　１００　１５０　１５
０　１５０　１５０　１００　１００　５０　５０を有するプロファイルは、これらの要
件に適合する。このプロファイルは、入力画像の分割画面領域内の比較的低い数のコント
ーン値を有する領域が、入力画像におけるコントーン値に応じて偶数又は奇数位置におい
て入力画像のいずれかのコントーン値を低下させるのを可能とする。
【００２８】
　そして、補償レベルにおけるコントーン値のタプルは、補償レベルのコントーン値が入
力画像に完全に適用された場合に生成されるであろう入力画像のコントーン値及び出力画
像のコントーン値を参照して評価されて調整される（ブロック２２０）。この評価及び調
整は、高いコントラストエッジ又は小さい画像特徴などの画像特徴が破壊されず、画素毎
の全体画像濃度が知覚画像品質に悪影響を及ぼすであろう過剰量によって変更されないこ
とを保証する。
【００２９】
　補償レベルの変更されたコントーン値は、出力画像についてのコントーン値を形成する
ために入力画像のコントーン値とマージされる（ブロック２２４）。この変更は、入力画
像についてのコントーン値によって補償レベルの変更されたコントーン値を加算すること
によって実現されることができるが、入力画像のコントーン値と補償レベルの変更された
コントーン値のマージ部のために他のマージ動作使用されることができる。そして、出力
画像について得られたコントーン値はレンダリングされ（ブロック２２８）、レンダリン
グされたデータに対して再配置補償方法が適用される（ブロック２３２）。本文書におい
て使用される場合、「レンダリングされたデータ」は、入力画像におけるコントーン値に
よって指定された外観を達成するために、プリンタにおける１つ以上の印刷ヘッドにおけ
るインクジェットを動作させるために使用されるデータを生成するように処理されたコン
トーン値を指す。これらのレンダリングされたデータは、インク像を生成するように印刷
ヘッドにおけるインクジェットを動作させる発射信号を生成するために使用される（ブロ
ック２３６）。また、この文書において使用される場合、「再配置補償方法」は、不良イ
ンクジェットに関連付けられたレンダリングされたデータ値を、不良インクジェットに関
連付けられたレンダリングされたデータ値のまわりの周辺における他の位置に移動させる
か又は不良インクジェットに関連付けられたレンダリングされたデータ値を参照して不良
インクジェットに関連付けられたレンダリングされたデータ値のまわりの周辺におけるレ
ンダリングされたデータ値を変更するレンダリングされたデータに適用される公知の補償
技術を意味する。
【００３０】
　プリンタにおいて本方法を実行するために、コントローラ５０などのコントローラは、
コントローラに動作可能に接続されたメモリ内のプログラミングされた命令を記憶するこ
とによって構成される。コントローラが命令を実行するのにともない、画像についてのコ
ントーン値が受信され、不良インクジェットを特定するデータが生成される。コントーン
値は、各不良インクジェットについての補償レベルについての色空間成分についてのコン
トーン値及び出力画像についての変更されたコントーン値を生成するために使用される補
償レベルのコントーン値を特定するためにコントローラによって処理される。これらのコ
ントーン値は、ハーフトーン画像データを生成するようにレンダリングされ、再配置補償
方法は、インクを吐出してインク像を形成するように印刷ヘッドにおけるインクジェット
を動作させるための発射信号を生成するために使用される変更されたハーフトーンデータ
を生成するようにハーフトーンデータに適用される。補償レベルが２つの補償方法を混合
することから、コントーン補償方法は、入力画像の非ゼロコントーン値の数が再配置方法
の有効性に影響を及ぼす領域において支配的な効果を有し、再配置方法は、入力画像にお
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【図１】 【図２】
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